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まちづくりコーディネーター 登録シート（閲覧用）① 

フ リ ガ ナ モチヅキ ケイシ 写真 

3.5×4.5cm 

氏 名 

 

望月 啓史 

 

派 遣 希 望 区 ■市内全域  □（                   区） 

支援専門分野（注１） 支援専門分野の内容 

ルール又は 

プランづくり等 
〇 

地域まちづくりプラン  地域まちづくりルール 

地区計画  建築協定  景観計画  景観協定 

まち普請事業 

その他地域のまちづくりに関する計画 

市街地開発事業等 〇 土地区画整理事業    市街地再開発事業 

防災まちづくり等  
横浜市の制度を活用した地震火災対策  防災マップの作成・活用 

多世代向け防災イベントの企画・運営  密集市街地の改善 

その他 

得意とする分野 

（複数選択可） 

地域福祉（高齢者・障がい者・子育て支援等）  防犯  水・緑・環境 

歴史・文化・アート  空き家・空き地の利活用  商店街活性化 

狭あい道路整備  耐震改修  共同建替  コミュニティの再生 

地域の活動拠点運営  地域交通サポート事業  ICT・WEBの活用 

その他（                           ） 

支
援
専
門
分
野
に
関
す
る
支
援
の
実
績
等 

支援専門分野

の内容・支援

可能なテーマ 

地区名 時期 

支援内容等 

※ 支援の成果も含め、できるだけ具体的にお書き

ください。 

（200 文字以内かつ９行以内） 

・地区計画 

・地域まちづ

くりルール 

・地域まちづ

くりプラン 

・区画整理・

商店街活性化 

戸塚区 

戸塚駅前 

中央地区 

平成 15 年度～ 

平成 2５年度 

「地区計画とガイドラインの作成」 
戸塚駅前地区中央土地区画整理事業区域内の地元
協議会とともに地区計画及びまちをつくり・育て
るガイドライン（色彩のルール、シンボルツリー、
生活マナー、交通安全対策、商業活性化に向けた街
路空間のあり方等）を作成 

・地域まちづ

くりプラン 

・歩行空間の

改善等 

緑区 

東本郷地区 

平成 25 年度～ 

平成 27 年度 

「東本郷地区のアクションプランの見直し支援」 

アクションプランの進捗状況と課題を見直し、

地区における新たな課題とその方針の検討まとめ 

・各課題解決のための方策検討 

・地区課題を把握するためのまち歩きの支援 

・協議会活動の広報活動の支援 
・アンケート調査票の作成支援 

（注意）支援専門分野は、横浜市まちづくりコーディネーター等及びまちづくり支援団体の登録等に関する要綱の

別表第１を参照してください。 

要綱様式第１号-２  

※注意：このシートは横浜市の 
ホームページ等で公開されます。 

01240052
スタンプ



 

まちづくりコーディネーター 登録シート（閲覧用）② 

支
援
専
門
分
野
に
関
す
る
支
援
の
実
績
等 

支援専門分野

の内容・支援

可能なテーマ 

地区名 時期 

支援内容等 

※ 支援の成果も含め、できるだけ具体的にお書

きください。 

（200 文字以内かつ９行以内） 

・地域まちづ

くりの支援 

新羽町大竹耕

地地区まちづ

くり検討会 

令和５年度 

「地域の声を聞いて、来来の農業環境やまちづく
りに関する検討を目的とする。 
 
 ※令和７年７月現在も検討中。 

・地域まちづ

くりプラン 

・エリアマネ

ジメント 

泉区 

泉ゆめが丘 

地区 

平成 28 年度～ 

平成 30 年度 

「まちづくりガイドラインの作成支援」 

まちの成長、良好な生活環境の形成、資産価値

の維持・向上を将来にわたり持続的に実現するた

めに、まちづくりの基本方針とルールをまちづく

りガイドライン（地区計画に加えて、まちの特性

を踏まえた自主ルール（タウンルール）づくり）

の作成 

 

・市街地開発

事業 

さいたま市 

武蔵浦和駅周

辺 

令和元年度～ 

令和２年度 

「市街地開発事業に関する勉強会の開催支援」 

都市基盤整備の遅れなどの要望のある地区で、

地区の皆様と市街地開発事業（土地区画整理事業

や市街地再開発事業等の特徴や選択肢）に関する、

まちづくり勉強会（意見交換の場）の開催を支援。 

 

その他 

・協議会史 

戸塚駅前 

中央地区 
平成２７年 

「協議会史の作成支援」 

戸塚駅周辺では、土地区画整理事業が平成 27

年度に換地処分となることから、事業を推進して

きた記録を「協議会史」を作成し、地域や後世に

伝えることを目的として、協議会史作成にあたっ

ての提言、助言、相談等実施。 

自身の考えるコーディネーターの役割とまちづくりのポイント（500 文字以内） 

  まちづくりコーディネーターとしての取り組み方針（姿勢）は、次のとおりです。 

① 都市計画・事業計画・デザイン（景観）分野の総合力で地域のまちづくりを支援します。 

私は、主に都市計画・事業計画・デザイン分野の仕事に携わっており、この総合力で地域のまちづ

くりを支援します。 

② 地域にあった「参加の場」「合意形成方法」を一緒に考え、助言・コーディネートします。 

まちづくりへの参加の場や周知・合意形成の方法には様々なもの（特徴）があり、私は地域の状況

をお聞きした上で参加を促す方法等を一緒に考え、助言・コーディネートします。 

③  皆様の考え・意見に応じたルールづくり・市街地開発事業などを、助言・コーディネートします。 

地域の皆様に、各種ルール（地区計画や各種協定）や、市街地開発事業（土地区画整理事業、市街

地再開発事業等）の特徴を説明して、その地区の問題・課題に対して、どのルール、どの事業が適し

ているか等の助言・コーディネートします。近年では、防災・減災のまちづくりに向けて、被災後の

復興を事前に検討する「復興事前準備」への取組も支援しています。 

必要に応じて資料を A4 判１ページまで添付できます。 

要綱様式第１号-２ 

※注意：このシートは横浜市の 
ホームページ等で公開されます。 


